
吉
胡
貝
塚
っ
て
？

　

吉
胡
町
の
国
指
定
史
跡
『
吉
胡

貝
塚
』
は
、
縄
文
時
代
後
・
晩
期

（
３
０
０
０
〜
２
３
０
０
年
前
）
の

日
本
を
代
表
す
る
貝
塚
で
す
。

　

大
正
11
・
12
年
、
京
都
大
学
の
清き

よ

野の

謙け
ん

次じ

博
士
に
よ
る
初
め
て
の
調
査

で
３
０
０
体
を
超
え
る
人
骨
が
発
見

さ
れ
、
一
躍
著
名
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
26
年
春
に
文
化
財
保

護
委
員
会
（
現
文
化
庁
）
が
発
掘
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
調
査
は
、

国
が
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
実
施

し
た
第
１
号
の
発
掘
調
査
で
、
戦
後

の
文
化
財
保
護
史
に
一
ペ
ー
ジ
を
記

し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
で
縄

文
文
化
の
研
究
に
大
き
な
成
果
を
お

さ
め
、
昭
和
26
年
12
月
26
日
、
国
指

定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
人
骨
数

は
３
４
０
体
を
超
え
、
こ
れ
は
貝
塚

出
土
人
骨
日
本
一
と
な
り
ま
す
。
吉

胡
貝
塚
は
考
古
学
、
文
化
財
保
護
の

う
え
で
も
、
広
く
社
会
に
貢
献
し
た

重
要
な
遺
跡
な
の
で
す
。

整
備
計
画
の
経
過

　

田
原
市
で
は
、
吉
胡
貝
塚
を
一
般

の
方
に
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
価
値
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
た

だ
く
た
め
、地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

造
園
学
・
文
化
財
保
存
・
整
備
・
考

古
学
・
地
形
地
質
・
建
築
史
の
各
専

門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
国
指

定
史
跡
吉
胡
貝
塚
整
備
委
員
会
」
や

文
化
庁
記
念
物
課
、
愛
知
県
教
育
委

員
会
な
ど
の
指
導
を
得
な
が
ら
整
備

計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
並
行
し
て
、
遺
跡
の
概
要
を
で

き
る
限
り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、

平
成
13
〜
15
年
度
に
は
発
掘
調
査
も

行
い
ま
し
た
。

　

吉
胡
貝
塚
に
は
、
先
人
た
ち
の
生

活
の
知
恵
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
渥

美
半
島
と
い
う
自
然
環
境
の
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
い
、
固
有
の

文
化
を
作
り
上
げ
て
き
た
彼
ら
の
暮

ら
し
ぶ
り
に
思
い
を
は
せ
、
学
び
、

私
た
ち
の
生
活
に
生
か
し
て
い
く
視

点
に
立
っ
て
整
備
を
行
い
ま
す
。
３

〜
4
年
後
に
は「
新
し
い
吉
胡
貝
塚
」

を
お
見
せ
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

整
備
す
る
３
つ
の
ゾ
ー
ン

【
史
跡
ゾ
ー
ン
】

◎
現
況
地
形
の
保
護
・
保
存
や
貝

塚
な
ど
の
展
示
に
よ
り
イ
メ
ー

ジ
が
膨
ら
む
空
間

◎
往
時
の
情
景
を
イ
メ
ー
ジ

◎
渥
美
半
島
の
地
勢
に
あ
っ
た
野

草
な
ど
素
朴
な
植
栽

◎
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
園
路

【
施
設
ゾ
ー
ン
】

◎
出
土
品
の
展
示
や
史
跡
の
紹
介

な
ど
に
よ
り
、
イ
メ
ー
ジ
が
膨

ら
む
空
間

【
体
験
ゾ
ー
ン
】

◎
体
験
学
習
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
と
し
て
も
活
用
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縄文時代後・晩期の遺跡で
国営発掘第１号の遺跡でもある『吉

よし

胡
ご

貝塚』
この貴重な貝塚を保存・活用するため
公園整備に着手します

▼生涯学習課5２３局３５３１

国指定史跡 吉胡貝塚整備事業がはじまります

●平成 15年度の発掘調査のようす

●貝塚で行われた体験学習（石器づくり）

歴史の証人　吉胡貝塚




